
事業者自己評価表

令和 6年

スタッフ 9名  回答者 9名

事業所改善・返答

① 利用定員が超えたときの配置もしている。指導スペースは基準以上あります。

広く利用できるようにレイアウトをかえました。

②  (配置数を増やす事は難しいが多動の子などマンツウ対応できるといいのではと感じ

る)返答 児童数に対し出来るだけマンツウが理想だが、中々シフトの関係上難しいが
人員増員して出来る限り対応したい)

④ 話し合いの出来る時間の確保が難しい (返答 スタッフミーティングなど予定をいれ
るが中々家庭の事情で参加できない方がいる。少人数でも話し合いの場を設け、参加でき

なかった職員には、個々に伝える事とします。)

⑥自己評価表は、ご家族様にははぴたむ便 りにて返答しています。職員に関しては申し送り

に記入して、自己評価ファイルをみていただくようにしております。ホームページ作成中

のため今後ホームページにて公開いたします。

⑦実地調査による改善点として、実績・連絡帳の送迎のチェックミスでした。声掛け会いな

がら記入して頂く事で間違いがへりました。

③正職員をメインに研修をしてきましたが、週 1回・2回パート職員にも研修を受けて頂け

るようにします。

⑫ 担当スタッフに負担になってはいないか。固定化しないくふうは大変だと思う。
(返答)活動プログラムに関して (5領域+40のチェックポイント)念頭に置き、まず

今日の課題として 1日 1個の目標をたてています。まとめるスタッフは1名ですが、職

員同士相談しあいながら行っています。全職員が様々な案を出しおこなっています。固定

したものだけの療育では、児童たちもワクワクしたりと楽しめず、あ―またこれかと、楽

しいく活動をし身につくからはずれてしまうとおもいます。これからもいろいろな案を

だしていただいて、お互いが楽しい療育となるように続けていきたいです。

② 重症心身障がい児はいません。お薬が増えたり・減ったりした時などご家族様と密に連
絡を取ったり、薬表や薬のパンフレットなど必ず全スタッフに申し送 リノートに記載

したり、日頭で伝えています。

② まだ就労などに行った児童はいませんが、就労事業所に見学にいったりしています。
⑫ 保護者様との交流会の開催を視野に入れ、発表会などを開催し保護者様同士の交流の
場作 りをしていきたいです。

① 各マニュアルは、誰でも見れるように保管しています。感染マニュアルなどは簡単にわ
かるように作成し、申し送 リノートに記入し、すぐ見れるように置いてあります。

保護者様には契約時に説明し書類をお渡ししております。



放課後等デイサービス自己評価表
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